
対象者 期間 受けられる検査

ワクチン3回目接種未了、あるいは

対象者全員検査対象者等で、飲

食、イベント、旅行等の活動に際

して検査が必要な無症状の方

※ワクチン3回目接種完了者でも対

象の場台あり

2022年

6月30日(木)まで

原則、抗原定性検査

※10歳未満等はPCR

検査

感染不安がある無症状の都民の方
2022年

4月24日(日)まで

PC R検査等又は抗原

定性検査

商業、建設
○新型コロナウイルス感染を要因にした売上高変動
が「20％以上の増減」55％、「1％以上20％未満の
増減」が27％
●20％以上の増減の内訳は、「売上高50％以上減
少」が27％（全回答者の15％）、「売上高20％以上
50％未満減少」が56％

製造業、運輸
○新型コロナウイルス感染を要因にした売上高変動
が「20％以上の増減」50％、「1％以上20％未満の
増減」が30％
●20％以上の増減の内訳は、「売上高50％以上減
少」が29％（全回答者の15％）、「売上高20％以上
50％未満減少」が55％
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桜
の
開
花
、
満
開
の
景
色
も
桜

吹
雪
と
と
も
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
祭
り
も
終
わ
り
ま
し
た
。

今
度
は
、
第
12
回
あ
ら
か
わ
バ
ラ

の
市
が
、
５
月
14
日
に
（
土
曜
）

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の

「
あ
ら
か
わ
遊
園
運
動
場
」
周
辺

で
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
や
は

り
季
節
は
花
の
開
花
で
感
じ
る
事

が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
お
り
、
事
務
所
前
の
植

え
込
み
を
見
る
と
た
く
さ
ん
の
ツ

ツ
ジ
の
蕾
と
と
も
に
す
で
に
開
花

し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

桜
か
ら
ツ
ツ
ジ
。
あ
っ
と
い
う
間

で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
夏
日
も
続
き
、

花
粉
症
も
ま
だ
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。

夏
に
向
け
て
体
調
を
整
え
る
時
期

で
す
ね
。

横
山
幸
次

定例法律相談

５月２日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

☆左表の内容で

６月末まで都の

無料検査が延長

されましたので、

お知らせします。

【区の実態調査から】

１、新型コロナウイルス感染症の売上への影響について
①商業、建設 調査件数 対象4,092件中無作為抽出1,416件 内回答715件

②製造業、運輸 全数（悉皆）調査

対象1,593件 調査回答事業者840件

２、期待する区の振興策について
①商業振興策

「店舗改装、設備の導入」25％ 「販売促進・PR」14％ 「デジタル化」13％

他に利子補給・融資あっせん、公的支援の情報提供…が続く

②製造業等支援

「設備の導入」31％、「利子補給・融資あっせん」24％、「公的支援の情報提

供」11％ 他にデジタル化支援、販路開拓・展示会出展…が続く

４
月
13
日
開
催
の
総
務
企
画

委
員
会
に
、
区
が
実
施
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
関
す
る
実
態
調
査
」

と
「
荒
川
区
モ
ノ
づ
く
り
セ
ン

サ
ス
（
製
造
業
等
実
態
調
査
）
」

の
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
６
月
か
ら
感
染
症
の
区

内
事
業
者
へ
の
影
響
を
一
定
規

模
で
調
査
し
た
も
の
で
、
今
後

の
区
の
産
業
振
興
策
に
活
か
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
調
査
後
も
物
価
や
資
材

の
高
騰
も
あ
っ
て
一
層
厳
し
い

経
営
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
、
国
や
都
の
コ
ロ

ナ
関
連
融
資
の
返
済
も
始
ま
っ

て
お
り
先
行
き
に
大
き
な
不
安

材
料
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

調
査
の
中
で
は
、
設
備
の
更

新
や
店
舗
改
装
・
設
備
導
入
が

要
望
の
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
融
資
の
返
済
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
利
子
補
給
や
融

資
あ
っ
せ
ん
も
強
い
要
望
で
す
。

こ
う
し
た
声
に
思
い
切
っ
て
応

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ま
、
区
内
産
業
、
地
域
経

済
に
と
っ
て
正
念
場
で
す
。
日

本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
の
機

会
に
区
内
全
事
業
所
の
全
数

（
悉
皆
）
訪
問
調
査
を
行
い
、

実
態
把
握
と
支
援
に
結
び
つ
け

る
取
り
組
み
の
実
施
と
合
わ
せ

て
、
設
備
投
資
補

助
や
制
度
融
資
の

抜
本
的
な
拡
充
な

ど
を
求
め
て
い
き

ま
す
。



地区名
（面積）

町屋・尾久
（242.2ha）

荒川・南千住
（123.4ha）

2021年度末
見込み

64.1％
（7.3ポイントup）

65.1％
（0.6ポイントup）

指定当初
（指定年月）

56.8%
（2021年4月）

64.5%
（2014年4月）

不燃化特区内の不燃領域率

区分

補助率 上限
一般世帯 １／２ ６万円
特例世帯 ５／６ １０万円

補助率 上限
一般世帯 １／２ ５千円
特例世帯 １０／１０ １万円

区分

補助率 上限
一般世帯 １／２ １万円
特例世帯 １０／１０ ２万円

補助率 上限
一般世帯 １／２ ５千円
特例世帯 １０／１０ １万円

屋内安全対策器具設置助成制度
各区分の（１）（２）のどちらか1回

※特例世帯
①６５歳以上のみ世帯
②心身障害者手帳所持者、要介護４以
上いる世帯
③世帯全員住民税非課税世帯

（１）

（２）

（１）

（２）

①家具類の転倒・落下防止器具
設置工事費

②家具類の転倒・落下防止器具
購入費（工事不要タイプ）

☆感震ブレーカー等
①感震ブレーカー等設置工事

②感震ブレーカー等器具購入費
（工事不要タイプ）

☆家具転倒防止・
　　　　　　落下防止器具

点字広報の配布が遅すぎる

盲ろう者に対し情報提供する通訳・介護員の公費派遣の実施を

知的障害のある人へのわかりやすい選挙公報がほしい

居住地域の選挙区名を視覚障害者に伝える対策が必要

手の不自由な人、点字記載のための安定した記載台を

身振りではコミュニュケーションをとることが困難(難聴者）

投票記載台に候補者のカラー写真付きの候補者一覧の用意を

大活字の候補者一覧

障害者施設や病院に移動投票所の開設をしてほしい

投票用紙が小さすぎる

名前の記載ではなく、名前や顔写真に〇などチェックを

記入する方式に変更して

郵便投票の対象者を拡大して欲しい

長期入院患者が投票の機会を逃さないよう郵便投票に

関する情報提供を

障害者の投票における要望・問題事例

情報保障

投票所の
バリアフリー

投票方法

今
年
に
入
っ
て
福
島
県
沖

を
震
源
地
と
す
る
最
大
震
度

６
強
の
地
震
を
は
じ
め
、
列

島
各
地
で
規
模
の
大
き
な
地

震
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

荒
川
区
は
、
木
造
密
集
地

域
の
改
善
が
若
干
進
ん
だ
と

は
い
え
、
引
き
続
き
全
都
で

も
地
震
災
害
危
険
度
の
極
め

て
高
い
地
域
に
変
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
で
、
４
月
14
日

の
建
設
環
境
委
員
会
に
「
防

災
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
実
績

と
今
後
の
取
組
」
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

不
燃
化
特
区
（
２
０
１
３

年
か
ら
25
年
）
事
業
が
進
め

ら
れ
不
燃
領
域
率
を
70
％
ま

で
引
き
上
げ
る
目
標
で
す
が

現
状
64
％
で
す
。

不
燃
領
域
率
は
、
地
域
の

燃
え
に
く
さ
の
指
標
（
左
上

参
照
）
で
、
地
震
に
よ
る
建

物
倒
壊
や
火
災
を
防
げ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路

拡
幅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な

ど
で
率
は
上
昇
し
ま
す
が
、

地
域
内
が
安
全
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
住
宅
耐
震
化
を
最

優
先
課
題
に
位
置
づ
け
、
進

め
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。

簡
易
耐
震
工
事
助
成
な

ど
の
実
施
で
命
守
れ

こ
の
点
で
は
、
「
何
よ
り

も
命
を
守
る
」
こ
と
を
第
一

に
し
た
建
て
替
え
や
安
全
な

住
宅
へ
の
住
み
替
え
の
支
援

も
必
要
で
す
が
、
こ
の
取
組

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に

建
て
替
え
や
移
転
で
き
な
い

住
宅
で
最
低
限
命
を
守
り
、

避
難
路
を
確
保
す
る
な
ど
の

簡
易
耐
震
工
事
へ
の
助
成
な

ど
幅
広
い
支
援
拡
大
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
府
が
「
孤
独
・
孤
立
の
実
態
把

握
に
関
す
る
全
国
調
査
」
初
め
て
実

施
。
孤
独
感
が
「
し
ば
し
ば
・
常
に
」

あ
る
人
は
４
・
５
％
で
し

た
。
男
性
の
ほ
う
が
女
性

よ
り
多
く
、
年
代
別
で
は
、

30
代
７
・
９
％
、
20
代
７

・
７
％
と
続
く
。
仕
事
別

で
は
「
仕
事
な
し
」
（
12

・
５
％
）
と
「
派
遣
労
働

者
」
の
高
さ
が
目
に
つ
き

ま
す
。

こ
の
間
の
労
働
法
制
の

改
悪
な
ど
と
の
関
係
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
非
正
規
の
拡
大
、

不
安
定
な
生
活
な
ど
見
え

て
き
ま
す
。
ま
た
若
い
世

代
の
多
さ
も
気
に
な
り
ま
す
。
や
は

り
政
治
の
責
任
が
問
わ
れ
る
問
題
で

す
。

（
時
事
通
信
よ
り
引
用
）

参
政
権
を
保
障
す
る
の

が
第
一
歩
が
投
票
権
の
行

使
で
す
。
い
ま
参
議
院
選

に
向
け
て
障
害
者
団
体
が

国
や
自
治
体
に
改
善
を
求

め
て
い
ま
す
。

日
本
障
害
者
協
議
会
の

方
は
「
投
票
率
の
低
さ
を

問
題
に
し
な
が
ら
障
害
者

が
投
票
で
き
な
い
状
態
を

放
置
す
る
の
は
お
か
し
い
」

「
障
害
の
あ
る
人
の
投
票

に
お
け
る
問
題
事
例
の
解

決
は
全
て
の
人
に
と
っ
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
参
政
権
を
行
使

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が

政
治
の
責
任
で
す
。

合
わ
せ
て
、
家
具
転
倒
防
止

と
感
震
ブ
レ
ー
カ
設
置
の
促
進

が
必
要
で
す
。
区
民
の
み
な
さ

ん
へ
区
の
助
成
制
度
の
周
知
を

さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
（
助
成
額
の
引

き
上
げ
な
ど
）
を
求
め
た
い
と

思
い
ま
す
。


